
（様式１）

　現代社会の問題を掘り下げ、より良い社会の実現を考えさせる。

また、人間としての在り方生き方を考えさせ、国家や社会の一員と

しての自覚を持たせる。専
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　探究活動を通して、自己を多様

な視点で見つめなおしたり、職

業・将来について考えたりするこ

とで、自己理解を深め、多角的な

視点を身につけ、自他を理解する

心を育む。
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家庭との連携

○制服を正しく着用すること、時間

を守ること、授業をしっかりと受け

ることなどを徹底し、基本的生活習

慣の定着を図る。

○規範意識や公共マナーの向上を図

る。

○保護者や地域住民との密接な連携

を図る。

○家庭との連絡を密にし、保護者と

協力して指導にあたり、道徳性の育

成に努める。

○学校の情報や取り組み、ねらいに

ついて、ホームページや学年・学級

通信などを通して情報共有し、家庭

と学校で一貫して指導にあたる。

芸

術

特別活動

公民科

各教科・科目

○素朴な生徒が多く、落ち着いた高

校生活を送っている。

○基本的生活習慣が十分と言えない

生徒、規範意識が低いため社会の

ルールやマナーが守れない生徒もい

る。

○経済的な問題を抱える生徒が増加

しつつある。

○向上心を持って自分に合った進路を実

現できる学校

○学習した知識や技能を基に、資格・検

定等の取得ができる学校

○ルールやマナーを大切にする学校

◎基本的生活習慣を確立し、学ぶ意欲や創造性を身に付けさせる。

◎礼儀を重んじ、豊かな人間性や社会性を身に付けさせる。

◎集団の意義について理解を深め、他者との協力関係の向上に努めさせる。

◎探究を軸とする道徳教育をし、「当たり前」を問い直すことで道徳的思考

力・判断力を養う。

○豊かな自然に恵まれ、産業の中心は第

１次産業である。過疎・高齢化の進展が

著しい地域である。新生常陸大宮高校へ

の住民の期待は大きい。

生徒の実態

地域の実態

学校の教育目標

道徳教育重点目標

諸法規

保護者の願い

　〇日本国憲法

　〇教育基本法

　〇高等学校学習指導要領

　〇茨城県学校教育指導方針

　〇その他

挑戦　湧き上がれ君の力

◎一人ひとりの個性を生かし、学ぶ意欲や創造性を育む。

◎豊かな人間性や社会性を育む。

◎健やかに生きるための丈夫な身体を育む。

◎産業社会の発展に積極的に貢献できる力を育む。

学校番号 14 学校名 茨城県立常陸大宮高等学校

校訓

令和６年度道徳教育全体計画

○青少年健全育成会議、中高連絡協議

会、交通安全運動等を通して、関係諸機

関や地域社会との協力体制づくりに努

め、密接な連携を図る。

○青少年相談員との連携。

○あいさつ運動への参加。

○「地域連携推進」より支援を受け、本

校の人的・物的学習資源を提供する。

　様々な作品、文章の読み取りと

それに基づいた表現を通して、道

徳的心情を豊かにし、人間の在り

方生き方についての考察を深め

る。

　現代世界形成の歴史的過程と各文化圏の特

色を理解し、歴史的思考力を培うことで、日

本人としての自覚と資質を養い、よりよい社

会の実現を考えさせる。

　基本的な内容を中心に反復学習

を行い、社会人として必要な数学

的思考力を身に付けさせる。

　自然に対する関心や理解を深

め、科学的な自然観を育成する。

　健康や安全などの知識、様々な運動の実践

を通して、生涯にわたり運動に親しむ資質や

能力を育てるとともに、常に体力向上を図

り、明るく豊かな生活が送れる態度を育成す

る。

　芸術の幅広い活動を通して、将

来にわたり芸術を愛する心情を育

てるとともに、豊かな情操を養

い、道徳性の基盤を培う。

　言語や文化への関心を深め、視野を広げ、

異文化を理解し、尊重する態度や積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を育成

する。

　人の一生と家族、子どもの発達と保育、高

齢者、衣食住、消費生活などに関する知識と

技術を総合的に習得させ、生活課題を主体的

に解決するとともに、男女が協力して社会を

築いていけるような実戦的な態度を育成す

る。

　情報技術を活用するための知識

の習得を通して、モラルやマナー

を考えさせ、情報化社会において

の見方・考え方を養う。

<工業>機械工業に関する技術や関心を高め、工業の意

識や役割を理解させる。情報技術を活用するための基

礎と技術の習得を通して、情報モラルやネットワー

ク・エチケットを理解させるとともに、情報化社会の

ものの見方や考え方を養う。

＜商業＞簿記や情報処理等の資格取得を通し、ビジネ

スマナーや商業観を養うとともに、商業人としての高

い知識と資質を育成する。

　青年期の特性と、向き合うべき発達課題について理解しな

がら、社会のしくみや様々なものの見方や考え方を学ぶこと

と等を通して、自分は社会の一員であるとの自覚と、社会で

起きている様々な事象は自分に関係することだとの意識を醸

成し、社会の中で果たすべき自分の役割について考え、行動

にうつしていこうとする態度を養う。

＜１学年＞

　基本的生活習慣の確立に加え、集団の一員としての振る舞

い方を、探究を軸とした道徳教育により確認する。また、道

徳的思考力・判断力を養うことで、人間としての在り方生き

方についての自覚を深める。

＜２学年＞

  高校生活の中堅として、諸活動に自主的かつ積極的に参加

し、自立的態度を育成する。「道徳プラス」を年間10回（時

間）を実施する。

＜３学年＞

  最上級生としての自覚を持ち、規律ある態度を確立する。

また、自己の進路について真剣に考え、進路実現を果たす。

＜学級活動＞

　・思いやりを基盤とする集団生活が送れるようにする。

　・話し合いや実践活動を通して、人間としての望ましい在り方や生き方を

考えさせる。

＜生徒会＞

　・生徒会が中心になり、学校活動の充実や改善、向上を図ろうとする自主

的な態度を育てる。

＜学校行事・進路行事＞

　・他人との関わり合いを通して、協働する力を育み、日常生活に生かす。

＜部活動＞

　・競技力の向上のみならず、礼儀や協調性等を身に付けさせる。

地域社会との連携

ホームルーム活動


